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技術報 道路設計における３次元地質モデルの活用と合意形成支援 

道路事業部第三部 岩本 滉矢 
 

近年、公共工事においては、施工の効率化や品質確保、省人化を目的として ICT 施工の導入が進められている。特に道路事業に

おいては、施工区間が広範に及ぶ場合、設計段階からの情報整備が施工段階の合理化に直結するため、3 次元データの活用が重要

視されている。本稿では、詳細設計業務において実施した地質情報の 3 次元化とその活用事例について報告するとともに、合意形

成支援の今後の展望について考察する。 
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1．はじめに 

国土交通省では、公共工事における生産性の向上、安全

性および品質の確保、省人化を目的として、設計・施工・

監理の各段階において ICT 技術の活用を推進している。

現在は、ICT施工のステージ2を中心に展開されており、

3 次元データの工事全体での一貫活用や、工程・出来高管

理への応用が目指されている。本稿では、幹線道路の整備

事業における詳細設計業務を対象として、ICT 施工への

活用を見据えた 3 次元データの整備および活用事例につ

いて報告する。 
対象となる路線は、大部分が高架構造であり、終点側の

市街地内で一般国道と接続する。また、広域的な交通機能

の強化を目的として整備が進められており、この業務で

は都市間を結ぶ約10km の区間を対象としている。現在、

調査・設計・施工も順次進められている。本業務では、一

般国道との接続部を含む区間を対象として、設計段階に

おける地質情報の 3 次元データの整備とその活用方法に

ついて検討と合意形成支援の取組みを行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
図-1 当該道路概要図 

 
2．存在した課題 

本業務の対象区間は延長が長く、施工区間ごとに異な 
る施工業者が担当することが想定される。このため、区

間ごとに施工精度を均一に保つことが重要であり、ICT
施工の導入によってその実現が期待される。ICT 施工を

円滑に進めるためには、設計段階において高精度な地質

情報の3 次元データ整備が不可欠であり、本業務ではそ

の作成を計画的に実施する必要があった。 
加えて、当該区間は地域住民との合意形成までの期間

が短く、早期に説明が求められる状況にあった。特に、道

路構造が沿道利用および交通形態などに大きな影響を及

ぼす可能性があるため、住民への丁寧な説明と理解促進

への工夫も必要であった。 
 
2-1．地質情報の統合管理と地質縦断図の更新 
対象区間は延長約10km に及び、これまでに多数のボ

ーリング調査が実施されている。これらの調査結果は多

岐に渡り、地質情報の整理・統合管理が設計業務の効率

化と精度向上において重要な課題であった。 

2-1-1．地質調査結果の一元管理 
調査結果は広範囲に分布(図-2参照)しており、従来の個

別管理では情報の重複や更新の遅延が生じる可能性があ

った。これに対応するため、地質情報の一元管理を行うこ

とで、設計段階における地盤条件の把握精度を向上させ

るとともに、後続業務への円滑な情報提供を可能とする

体制の整備が求められた。 
 
 
 
 
 
 

 

図-2 ボーリング調査箇所図 

2-1-2．地質縦断図更新体制の整備 
過年度の設計成果に基づき地質縦断図が作成されてい

たが、今後も多岐にわたるボーリング調査が実施予定で

あるため、地質縦断図の更新が都度必要になる。また、

軟弱地盤層の分布が深度25m程度と広範囲に及ぶため、

各地点の地盤特性を正確に把握し、地質縦断図の随時更

新が可能な運用体制の整備が重要な課題となった。 
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2-2．地域住民との早期合意形成に向けた情報提供手法 
対象区間では、本線（高架構造）が水田、住宅地、商業

施設等を通過し、国道との接続に際して現道の改良が必

要となる。これに伴い、地域住民に対して道路構造の変化

を明確に伝えることが求められた。 
3．解決する技術 

3-1．地層データの一元管理と地質縦断図の更新 
本業務では、汎用の地質情報管理ツールを活用し、年

代が異なるボーリング調査結果（XML 形式）の取り込

みによる地質データの一元的な管理を行った。これによ

り、膨大な調査情報の整理が効率化され、地質縦断図の

随時更新が可能となる運用体制を整備した。 
地層の三次元モデルは、柱状図モデルの作成、地形モ

デルへの配置、地層サーフェスモデルの生成という手順

により構築された（図-3 参照）。これにより、地層の空

間分布を視覚的に把握できる環境が整い、設計精度の向

上に寄与した。 
また、過年度に実施された調査成果にXML 形式のデ

ータが存在しない場合には、報告書（PDF）から必要な

情報を抽出し、XML データを再構成することで、同様

の三次元モデルの作成を可能とした（図-4 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 

 図-3 地層サーフェスモデル作成手順(例) 

 
 
 
 
 
 
 

図-4 地層サーフェスモデル(縦断方向) 

3-2．3次元モデルによる道路構造の可視化と住民合意形

成への活用 
本業務では、本線（高架構造）と国道の接続部において、 

現況道路構造が大きく変化する箇所を対象に 3 次元モデ

ルを作成した。これにより、構造の視認性が向上し、今後

地元協議を行う際には、地元住民に対して計画内容を直

感的かつ分かりやすく提示することが可能となった。 
また、国土交通省が推奨する都市空間データ基盤 

「PLATEAU」を活用し、周辺家屋のモデル化を行うこと

で、地形・構造物との関係性をより明確に示すとともに、

モデル作成作業の効率化を図った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5 終点側3次元モデル図 

4．まとめおよび今後の展望 

１）本業務では、汎用の地質情報管理ツールを活用するこ

とで、膨大なボーリングデータ（XML 形式）の一元的な

管理を実現し、地質縦断図の随時更新が可能となる運用

体制を整えた。これにより、設計段階における地質情報の

精度向上と、調査・設計・施工時の変更への柔軟な対応が

可能となった。 
また、道路構造が大きく変化する箇所においては、従来

の平面図および断面図による説明では、構造物の全体像

や空間的な関係性を関係者に十分に伝達することが困難

であった。今回作成した3次元モデルを活用することで、

構造の複雑性や変化点を視覚的かつ直感的に把握可能と

なり、今後の地元協議や関係機関との調整において、より

効果的な情報共有が期待される。 
２）ICT 施工においては、設計段階で作成した3 次元モデ

ルを施工業者が活用可能な形式に変換し、施工に反映す

る取り組みが進められている。今後は、設計段階から「フ

ロントローディング」の考え方を導入し、優先的に 3 次

元化すべき箇所を選定することで、ICT 施工への活用を

促進することが可能である。 
加えて、土工部の 3 次元モデルに対しては、地盤改良

工の情報を統合することで、施工段階でのモデルの有効

性を高めることが期待される。これにより、設計から施工

までの一貫した 3 次元データ活用が可能となり、ICT 施

工のさらなる高度化に寄与するものと考えられる。 
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